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桜花散りぬる風のなごりには 

水なき空に波ぞ立ちける 
                            （紀 貫之）  

皆様、元気でお過ごしですか。 

 自宅の前の公園では彼岸桜が散る前に桜の花（ソメイヨシノ）が咲き始め、例年より

も１週間以上は早い開花となり今は満開です。 

この議会報告を皆様にお届けする頃は,緑の美しい葉桜となっていると思いながら机

に向かっています。 

 飯塚市議会では、2月２０日から 3月２１日まで飯塚市一般会計予算を始め平成２５

年度の施政方針を定める 3月定例市議会が開催されました。 

３月定例市議会では市長の新年度の施政方針に対して代表質問が行われますが、質問

者が多く質問内容が重複することが予想されましたので、今回は市有財産の管理につい

て・市役所窓口の在り方について・子育てに関連しての３項目について一般質問を行い

ました。（今回から代表質問、一般質問の質問順番は、これまでの届出順からくじ引き

による順番に変更されました。） 

 また、平成 25年度 

飯塚市一般会計予算を 

審議する予算特別委員 

会の委員を希望して予 

算審議に参加いたしま 

した。 
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平成 25年 3月定例市議会報告 
 平成 25年 3月定例市議会が 2月２０日から 3月 21日まで開催されました。 

 今回の定例市議会では、平成 24年度飯塚市一般会計補正予算（第８号）（第９号）を

始めとして平成 24年度の各特別会計の補正予算 9件、平成 25年度の飯塚市一般会計予

算と平成 25 年度の各特別会計予算１６件の審議と、条例議案 13 件、その他の議案 8

件、人事議案 2件、議員提出議案 4件、報告事項６件、議会から農業委員会委員を推薦

することと各種委員会委員を選出することが審議されました。 

 条例議案の主なものは、 

◎「飯塚市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例」は、幸袋中学校区に建

設する飯塚市立小中一貫校の建設設計者を調査審議するための選定委員会を設ける。 

◎「飯塚市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例」は、飯塚市新庁舎建設

設計者が選定されたためこの選定委員会を廃止する。 

◎「飯塚市職員定数条例の一部を改正する条例」は、行財政改革に基づく市の組織再編

に伴い、職員定数を１１６３人から９５２人に平成２５年４月１日から変更する。 

◎「飯塚市営駐車場整備基金条例」は、飯塚市駐車場事業特別会計で飯塚市立体駐車場

建設費の償還金の返済が完了することに伴い平成２５年度から発生する余剰金を基金

として積み立てる。（平成２５年度では１７３万円を見込んでいます。） 

◎「飯塚市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例」は、子ども医療費

の支給を、これまでは９歳迄であったものを入院に係る医療に限って１２歳までに平成

２５年７月１日から支給する。 

◎「飯塚市介護サービス事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改

正する条例」は、暴力団による社会経済活動への介入を阻止すること目的として、介護

サービス事業等の運営から暴力団関係者を排除する措置を講じるもの。 

◎「飯塚市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」は、診療科目の胸部

外科を、呼吸器外科と乳腺外科とし医療の充実を図る。 

平成２４年度の「飯塚市一般会計予算」は、国の経済対策を受けて補正予算第９号で

１９億６３６８万８千円が計上された為、補正後の予算は６３５億３９９万８千円とな

りました。この補正の主なものは、各所道路補修事業費３億６４０万円、中心市街地歩

行者空間整備事業費２億２４００万円（内、新飯塚商店街通り歩行者空間整備工事歩道

改良１億４６５０万円）、中心市街地活性化事業費４億８７７７万円（内、新飯塚駅周

辺整備事業による駅北側遊休地の整備３億６９８３万２千円）、中心市街地活性化事業

飯塚緑道整備工事１億４千万円、頴田小中学校統合事業既存校舎解体・プール工事等４

億９４５０万円となっています。 

平成２５年度の「飯塚市一般会計予算」は、総額６２５億７６００万円で支出の歳出
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の主なものは、 

◎市職員人件費が平成２４年度９６１人から２０人減の９４１人とし７７億１５４７

万２千円（昨年度より９０４０万１千円の減）◎行財政改革推進経費８２万円（第二次

行革大綱及び実施計画の策定）◎自治基本条例策定経費３０４万８千円（平成２５年度

制定を目指し検討・策定作業を実施）◎コミュニティバス等運行費１億３１万２千円、 

◎新市庁舎建設事業費５４０２万１千円（第一別館解体に伴いサーバー室を穂波庁舎に

移転するための設備工事、地域包括支援センター・介護訪問調査員を穂波庁舎に移転す

るための公用車駐車場整備等）◎休日等子育て支援事業委託費１８３万７千円◎農業土

木浸水対策事業費４億９１８３万３千円（鯰田井手の上用排水路改良工事、大谷池貯水

施設改良工事、各種調査測量設計委託料等）下水道浸水対策事業費８億１４３５万７千

円（浦田第一雨水幹線整備実施設計、熊添川流域調整池新設事業費、二瀬排水ポンプ設

置事業費等）です。 
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休日に小学生を預かる制度導入決定 
 飯塚市では、幼児を預かる休日保育を実施していますが、放課後の児童クラブのよう

に休日に小学生を預かる制度がこれまでありませんでした。 

 2 年前の東北の大震災後電力不足が懸念され企業の休日稼働が行われましたが、その

際に保育所等の休日開所の要望がありました。 

これを切っ掛けに休日に働く人たちの環境整備に取り組む事が必要と考え、昨年の３

月定例市議会で市長の施政方針に対して代表質問の中で、昨年 3月に少子化社会対策会

議から出された「子ども・子育て新システムに関する基本制度とりまとめ」の考えに従

って、児童の保護者の就労実態に合わせて、小学生の休日の児童クラブ運営を要望致し

ました。 

その際の答弁では、「休日の 

子どもの過ごし方については、 

仕事と子育て・家庭の両立を推 

進して行く上から一般児童対策 

として検討していきたい。」との 

事でしたが,この要望が認められ 

平成２５年度の一般会計予算に 

「休日等子育て支援事業委託料」 

として１８３万７千円計上され 

,実施内容は、日曜日と国民の祝 

日の午前８時から午後６時まで、 

小学校 1年生から 4年生を対象 

に一時的に預かる。 

定員 30人で市内児童センター 

1カ所で実施、利用者の負担は 

1日 1000円・半日 500円、開 

所は 7月 1日を予定、となって 

います。 

今後の推移は運用状況を見な 

ければなりませんが、県下でも 

新しい試みで有り行政の積極的 

な取り組みについては評価出来 

るものと考えています。 
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市有財産の管理について一般質問 
旧頴田第二保育園の売却に関して市有財産の管理について一般質問を行いました。 

旧頴田第二保育所は、平成 21年 3月 31日で用途廃止が決定し 2度の売却公募の結果、

平成２５年 1月に 2回目の公募落札者と不動産売買契約が締結され売却が決まりました。 

 落札者が決定後,改めて現地を確認したところ、室内空調設備（エアコン）の室外機が

一台も無い事に気づき、このエアコンの取扱がどのようになっていたのか確認致しまし

た。その結果、エアコンについては頴田保育所として使用していた当時は、備品として

台帳に登録されていたが、用途廃止後日常的に管理する者がいなくなり平成 21年 11月

にエアコンの室外機が盗難にあい警察に盗難届けを出した。市有財産が盗難に遭ったこ

とは適切な管理を怠ったことによるもので申し訳ない。今後は、「飯塚市物品管理規則」

に基づき、適切かつ効率的に管理を行っていく。との答弁がありました。 

 また、今後、学校の建て替え等により不用になる備品が多数生じるが、どのように管

理するのか。また、今後、財産管理はどのように行っていくのか。との質問に対して、 

今後、多くの施設の統廃合を控えており、有効な市の財産を効率的に活用出来るよう関

係課と連携し適正に管理出来る体制を作っていく。との答弁でした。 

 今回エアコンの室外機が盗難に遭っていることを一般質問を通じて確認致しました

が、今後この様な盗難の事実を市議会に報告することを要望しました。 

また、盗難の事実を市役所内部の情報として各課が共有していなかったことも指摘し、

今後の市有財産の管理の在り方について検討する様に要望致しました。 

（今回のエアコンの室外機の盗難については、備品のため保険の適用はないとのことで 

した。市の備品が無くなっても誰も賠償等の責任が無い事は問題だと感じています。） 

市民窓口の対応について一般質問 
現在、市民窓口の利用状況を見ていると以前に比べ利用者数が増加し、その中でも 12

時から 13 時の間の利用者が多く見られますが、市民の方から、この時間帯に窓口を利

用したが、市職員が窓口の業務机で食事をしている姿は、窓口利用者としては利用しづ

らいし、市職員もゆっくりと食事が出来ないのではないかと指摘を頂きましたので、改

善策について検討する様に一般質問を通じて要望致しました。 

これに対して、市民の皆様からも同様な意見を頂いており、市民サービスと職員の健

康管理の観点からも対応は必要と考えているが、現状の限られた空間の中では抜本的改

善策がない、新市庁舎が完成する平成 29 年度までは 4 年間あるが、この間は現状のま

まで対応するしか方法は無いとの答弁でした。 

 これに対して、パーテーション・ロールアップカーテン等の利用を考え、改善策を講

じるように要望致しました。 
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子ども・子育て支援法に関して一般質問 

放課後児童クラブ 6年生まで拡充へ 
今回の 3 月定例市議会には、子ども・子育て支援法の趣旨に則って、「休日等子育て

支援事業」に取り組む（日曜日と国民の祝日午前８時から午後６時）事が提案されまし

たが、このことは、働く人たちへ大きな支援になると考えています。また、２月１６日

の西日本新聞の第一面でも紹介され、他の自治体でも導入する動きが出てくるのではな

いかと思っています。 

 現在、飯塚市では、「飯塚市放課後児童健全育成事業」に取り組んでいますがこの実

施条例は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）の趣旨に則って実施されています。 

 昨年の９月に「子ども・子育て支援関連３法」が成立しましたが、この法律の中で「子

ども・子育て支援法」は、「一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会の

実現に寄与することを目的とする。」と定めています。また、この目的に沿って、「こど

もの健やかな成長のために適切な環境が等しく確保されるよう、子ども及びその保護者

に必要な子ども・子育て支援給付及び地域子ども・子育て事業を総合的かつ計画的に行

うこと。」が、市町村の責務として定められています。 

「子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育保育等の総合的な提供の推

進に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律」では、「児童福祉法（昭

和２２年法律第１６４号）」も規定を整備することとなっています。 

この３法が提案される前の昨年３月に、少子化社会対策会議が示した「子ども・子育

て新システムの基本制度について」に従う形でこの３法が提案され成立に至っています。  

この基本制度の中の「子ども・子育て支援事業（仮称）」の中では、放課後児童クラ

ブについては、「現行４年生までが放課後児童クラブの対象であるが、４年生以上も対

象となることを明記して、４年生以上のニーズも踏まえた基盤整備を行う。」となって

います。（現在、飯塚市では 4 年生までとしている放課後児童クラブで、４年生以上の

利用状況は、平成 23年度では 508名で毎年増加の傾向にあります。） 

市は、今後「子ども・子育て支援事業計画」を定めることになりますが、その際は４

年生以上の児童も利用できる環境整備を行うことが必要になります。 

現状の実態を踏まえ早急に環境整備に取り組む事を要望致しました。  

 この要望に対して、児童福祉法の改正に伴い対象児童が 6年生までになると、2カ所

で施設整備の必要となり、関係各課と協議を行い環境整備に努めたい。また、「こども・

子育て会議」を 6月以降に立ち上げ、ニーズ調査を実施し、支援施策を地域の子ども及

び子育て家庭の実情を踏まえて平成 26年度後期までに、「子ども・子育て支援事業計画」

を策定し、更に子育て支援を充実していきたい。との答弁がありました。 
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平成 25年度飯塚市一般会計予算委員会報告 
 平成 25 年度の飯塚市一般会計予算委員会は、3 月 12 日～14 日までの３日間開催さ

れ賛成多数で可決されました。 

 この委員会での、わたしの質問・要望等を報告致します。 

◎現在、飯塚市では平成 23年度から平成 28年 3月の完成を目指して「市誌」編さん業

務に取り組んでいますが、どのような構成で編さんされているのか、所管委員会なり市

報に掲載するなりして市民に進捗状況等を知らせるよう要望致しました。 

◎平成 25 年度内の制定を目指して「自治基本条例」策定委員会が設置され協議が行わ

れていますが、市民の皆さんへ協議内容・進捗状況の周知を要望すると共に、条例案と

して市議会に提案する前に、市議会の責務については市議会と協議をすることが望まし

いと考えるので検討することを要望致しました。 

◎飯塚市では、バスセンター・本町商店街・新飯塚商店街等の中心市街地の活性化事業

に取り組んでいますが、旧穂波町・旧庄内町・旧筑穂町の活性化はこれからの状態です

JR の鉄道駅中心に半径１㎞の円を描くと飯塚市に関係する鉄道駅は１４駅あるのでこ

の駅を中心に拠点整備をしていくことが少子高齢社会の地域活性化に有効に利用出来

ると考えるので検討することを要望致しました。 

◎環境審議会では、どのような審議が行われているのか。地球温暖化対策の推進に関す

る法律では、地方公共団体はみずからの事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の量

の削減並びに吸収作用の措置を講じることを求めていますので、予算計上されている伐

採された草木の焼却で生じる二酸化炭素発生の抑制に取り組む様に要望致しました。 

◎清掃工場の燃料費は、平成２５年度では石炭コークス１６００トン使用で７５８７万

１千円が計上されていますが、円安等により価格が変動する要素が強いので、主体性を

持って代替コークスの使用について検討する様に要望致しました。 

◎医工学連携事業の一環として、米国カリフォルニア州のフォガティ研究所との交流費

８３万７千円が計上されていますが、積極的な交流を行い将来飯塚市での起業に結びつ

ける様に要望致しました。 

◎筑豊ハイツの運営については、民間への移譲・売却等を検討していますが、施設の老

朽化等の問題で進んでいません。筑豊緑地には多くの利用者があるので、検討結果を早

く出すように要望致しました。 

◎教育委員会では、小中学校の統廃合・学校給食の自校方式等に取り組んでいるが、所

管委員会等に具体的な内容の提示がされていない、市民にも提示されていないので教育

委員会の説明責任を果たすように要望致しました。 

◎鹿毛馬神籠石は国の史跡として用地を市が９７％購入してきましたが、今後の整備計

画をどのように進めるのか検討を要望致しました。 
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飯塚市立小中一貫校頴田校完成 
 平成２３年度から約 23 億 6 千万円を掛けて取り組んできました、頴田地区公民館・

図書館・児童館を併設した頴田の小中一貫校が 3月 1日に関係者のみで落成式が行われ

ました。 

所管委員会の議員以外は案内もないため市議会の 

現地視察を要望し 3月 21日の本会議終了後に現地 

視察を行いました。 

公共施設を併設していますので、広々とした空間 

を持つ建物が出来上がっていました。 

 特に各教室やランチルーム等には、これまで市内 

の学校に見られなかった木材を多く使用して環境配 

慮に努めていて、暖かみを感じる校舎となっていま 

した。 

（これまで、公共建築物に材木を使用する事を要望 

してきましたが、これまでの要望が取り入れられた 

校舎になっていました。） 

 市教育委員会に対して、これから市内では 3校の 

一貫校が計画されているので、広く市民の皆さんに 

公開して今後の教育環境整備について説明し理解を求めるように要望致しました。（市

議会・各 PTA 関係者・各地区公民館関係者にも施設見学等の案内をすることを考えな

い教育委員会ですから市民の皆様に配慮するのかは疑問ですが。） 

鯰田地区浸水対策事業進む 
 平成 24 年度の鯰田地区の浸水対策事業の愛宕調整池（貯水量約 3000 トン）・オート

レース場調整地（貯水量 

約 3000トン）が、3月 

末に完成致しました。 

 鯰田井手ノ上用排水路 

整備工事、浦田第一雨水 

幹線整備工事は一部完了 

しましたが平成 27年度 

末の最終完成を目指して 

引き続き工事を行って行 

きます。 

 

 

 


